
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        令和６年度 サービス評価  

事業所自己評価  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
小規模多機能型居宅介護事業所 青葉町湯らり 

 

 

 
 

 

 

 

 

 



 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年 2月 21日（ 17：00 ～ 19：00 ） 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 
メンバー 小林・桑原・池田・石川・土橋 

 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 
 4 1  5 

② 
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 
2 3   5 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 

 
1 4   5 

④ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安

を受け止め、関係づくりのための配慮をし

ていますか？ 
4 1   5 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・インテーク時面接時に本人や家族・介護者がどのような思いや困りごとを抱えているのか。を聞き共感意

識を持ち、信頼関係が築けるよう努力している。 

・利用前に本人の希望、要望等を確認しその人に合った対応ができるようにしている。利用していく中で職

員同士で共有しながらサービスの対応や支援方法を変更している。 

・家族や利用者のニーズに合った支援を柔軟に対応できている。 

・初回利用時は本人の様子を伺いながら声掛けや対応ができている。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・サービス開始時、全員が情報を把握しきれていないことがある。 

・利用開始前に情報共有する時間が十分にできていないように感じる。 

・書面での情報共有なので不明な点もあり共有できていない内容もあると思う。 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

〇情報収集しきれていないため、情報収集の方法を考える。 

〇定期ミーティングを実施する。 

 ➡新規情報の共有の時間を設ける（部門内での常勤ミーティング・部門ミーティングの開催） 

  情報共有をしてから支援を開始する。 

 
 

 

  

事－① 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年 2月 21日（ 17：00 ～ 19：00 ） 

 

 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重） 
 

 
メンバー 小林・桑原・池田・石川・土橋 

 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっています

か？ 

 
1 2 2  5 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわかって

いますか？ 

 
1 2 2  5 

③ 
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々のかかわりができていますか？ 

 
1 2 2  5 

④ 
実践した（かかわった）内容をミーティン

グで発言し、振り返り、次の対応に活かせ

ていますか？ 
 2 3  5 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・自宅で生活したいという目標は、本人に寄り添い「通い」「訪問」をうまく使いながら支援できている。 

・本人の気持ちや尊厳を意識した関わりを心掛けている。 

・今までの暮らしや人生を情報収集し、その人それぞれに必要なことを考えるようにしている。 

・個々にあった対応をしている。 

・本人の希望を聞き取り実践し、本人のできることを継続できるよう支援している。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・ニーズに沿った支援ができていないように思う。 

・統一した対応ができていない。 

・問題解決、リスク管理（事故が起きないよう）に目を向けてしまう。 

・本人がどうしたいか十分な聞き取りができていない。 

・支援の振り返りの時間が確保できていない。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

〇情報共有の場を作る。自立支援の考え方・関わり方を変えていく。 

 ➡毎月カンファレンスを開催し、利用者の「～したい」のを確認していく。 

  （毎月の会議で情報を共有し周知していく） 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

  

事－② 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年 2月 21日（ 17：00 ～ 19：00 ） 

 

 

  ３．日常生活の支援 
 

 
メンバー 小林・桑原・池田・石川・土橋 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の自宅での生活環境を理解するために

「以前の暮らし方」が 10 個以上把握できて

いますか？ 
 3 2  5 

② 
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ

等の基礎的な介護ができていますか？ 

 
2 3   5 

③ 
ミーティングにおいて、本人の声にならな

い声をチームで言語化できていますか？ 

 
 1 4  5 

④ 
本人の気持ちや体調の変化に気づいたと

き、その都度共有していますか？ 

 
2 3   5 

⑤ 
共有された本人の気持ちや体調の変化に即

時的に支援できていますか？ 

 
1 4   5 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・本人ができること（洗濯物・テーブル拭きなど）を依頼して行ってもらっている。 

・本人の状態に合わせた介助方法が共有・対応できている。 

・生活の中でのやりたいことが行える環境はあると思う。 

・面談時にこれまでの暮らしの営みを聞き取り、本人の望む暮らしはどうなのか？イメージするよう心掛け

ている。 

・本人の気持ちの変化、できていたのにできなくなったことを把握するように努めている。 

・体調の変化の情報共有、家族とも連携を図りながら支援できている。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・本人の声にならない声を聞き取れていない。チーム内で共有できていない。 

・本人に合わせた支援をしているが、時々必要以上の支援（介助）をしてしまうことがある。 

・情報収集ができていない。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

〇コミュニケーション能力を高められるよう勉強会・研修の実施。 

〇カンファレンスの実施（3名/月） 

 ➡本人のことを知る意識を持つための情報収集を行う。 

  カンファレンス内でその情報を共有し会議で発表する。 
 

  

事－③ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年 2月 21日（ 17：00 ～ 19：00 ） 

 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 
メンバー 小林・桑原・池田・石川・土橋 

 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 

 
3 2   5 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切

れないように支援していますか？ 

 
2 3   5 

③ 
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 
1 2  2 5 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 

 
 2 1 2 5 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・地域の方との繋がりがある方は、関係性を継続し続けることはできている。たまに会う近所の方とも送迎

時には挨拶や話す機会はある。 

・本人の生活スタイル、地域を含めた人間関係、本人の役割等を理解しようと努めている。 

・必要に応じて面接、地域や地域資源（民生や住民等）とも連携を図り繋ぐ役割が果たせるようにしている。 

・なるべく本人の生活スタイルに近いよう支援している。 

・地域の行事等で関わりを持ち、支援することができている。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・自宅にいるときの時間（独居）の把握ができていない。 

・地域資源の把握はうまくできていない。 

・個人情報の問題や人より地域資源を把握しづらく、踏み込み切れていない。 

・家族以外の方との繋がりの把握が難しい。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

〇自宅での過ごし方を把握するため、送迎の時間や訪問支援時の様子や本人から聞き取った情報を記録へ残

し職員間で情報共有していく。普段の会話からも情報収集ができるよう会議やカンファレンス時に共有内容

の報告を行う。 

 
 
 

 

 

  事－④ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年 2月 21日（ 17：00 ～ 19：00 ） 

 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 
メンバー 小林・桑原・池田・石川・土橋 

 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
自分たち事業所だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか？ 

 
1 4   5 

② 
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が

妥当適切に提供されていますか？ 

 
1 4   5 

③ 
日々のかかわりや記録から本人の「変化」

に気づき、ミーティング等で共有すること

ができていますか？ 
1 3 1  5 

④ 
その日・その時の本人の状態・ニーズに合

わせて柔軟な支援ができていますか？ 

 
2 2 1  5 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・生活状況に応じて、配食サービスやゴミ回収等を利用している。 

・ニーズに応じて「通い」「宿泊」「訪問」等柔軟な対応ができている。 

・家族からの要望や本人の体調に応じて柔軟な対応ができている。 

・地域資源の情報収集、支援や本人の支えられるサポートに繋げられるように、マネジメントに活かすよう

にしている。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・職員の不足により訪問の対応ができず、「通い」の提案をさせてもらうことがある。 

・事業所の都合でサービスを勧めてしまうことがある。 

・地域の交流が少なく地域の資源をうまく使えていない。 

・定員の関係もあり、すべての要望を受け入れることができていない。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

〇気持ちの変化・本人のことを知る意識を持つための情報収集を行い、 

カンファレンス内で報告し情報共有をする。 

 

 
 

 
 

  

事－⑤ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年 2月 21日（ 17：00 ～ 19：00 ） 

 

 

  ６．連携・協働 
 

 
メンバー 小林・桑原・池田・石川・土橋 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行

っていますか？ 
1 4   5 

② 
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 

 
1 3 1  5 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、

婦人会、消防団等）の活動やイベントに参

加していますか？ 
1 4   5 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 

 
1 2 1 1 5 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・地域のイベントは誘いの声を掛けてもらい、参加させてもらっている。 

・地域包括支援センターからの相談を受けたり、信頼関係を築き、事業所が社会資源になるように連携を図

っている。 

・事業所周辺、利用者の住む地域の社会資源の把握ができるよう情報収集している。 

・定期的に多職種との会議に管理者が参加できる環境はできている。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・地域のイベントに参加はできているが、職員の不足により少人数の参加しかできていない。 

・コロナ禍以降交流が減っていしまい、地域住民や子供等が事業所を訪れることはほとんどない。 

・開かれた事業所にすることの重要性の理解が十分に理解し合えていないこともあり、地域行事の参加、こ

ちらが発信源になり、事業所に来てもらう等連携が不十分である。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

〇ボランティアの受け入れ 

〇地域に出る（外出）の機会を増やす。 

 ➡散歩・2カ月に 1回外出行事等を実施できるよう計画を立てる。 

 

 
 

 
 

  事－⑥ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年 3月 4日（ 18：00 ～ 19：00 ） 

 

 

  ７．運営 
 

 
メンバー 小林・桑原・池田・石川・土橋 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 

 
1 2 2  5 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を

運営に反映していますか？ 

 
1 4   5 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 

 
1 4   5 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 
 4 1  5 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・送迎や訪問時等に家族と会った際には聞き取りができている。聞き取った内容も情報共有している。 

・運営推進会議等に出席し、積極的に周囲と意見交換できるように関わっている。 

・他事業所の運営推進会議にも出席し、自身の事業所に活かせるものは取り入れている。 

・定期的に面談を実施し職員と話し合う時間を設けている。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・地域と協働した取り組みを行えていない。 

・話し合いの時間が取れていない。 

・登録者以外の要援護高齢者の対応にまで目を向け切れていない。 

・ 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

〇事業所の活動内容を知ってもらうための新聞を作成し、地域の方たちの回覧し取り組み意見をいただく。 

 ➡まずは計画建てを行い実施していく。 

 

 
 
 

  

事－⑦ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年 3月 4日（ 18：00 ～ 19：00 ） 

 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 
メンバー 小林・桑原・池田・石川・土橋 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参加して

いますか 
 

1 3 1  5 

② 
資格取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 
 

2 3   5 

③ 
地域連絡会に参加していますか 
 
 

1 1 2 1 5 

④ 
リスクマネジメントに取組んでいますか 
 
 

2 3   5 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・外部研修に出られるときは積極的に参加している。 

・リスクマネジメントについてもヒヤリハット等で意識できている。 

・職場外の研修への参加は積極的に参加し、意見交換を行い個人の力量を上げることで質の向上に繋げられ

るようにしている。 

・事例検討会に出席したり、他の事業所の取り組みを収集している。 

・ヒヤリハットや状況報告書の振り返りを行っている。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・地域連絡会の参加はできていない。 

・職場内研修に活かされていない。 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

〇研修は参加できているが、職場内に活かされていない。 

 ➡研修参加後、ミーティング内で研修内容を発表し、各々のスキルアップ・向上に繋げる。 

 

 
 

 

 

 
 

  

事－⑧ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 7年 3月 4日（ 18：00 ～ 19：00 ） 

 

 

  ９．人権・プライバシー 
 

 
メンバー 小林・桑原・池田・石川・土橋 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
身体拘束をしていない 

 

 
2 3   5 

② 
虐待は行われていない 

 

 
3 2   5 

③ 
プライバシーが守られている 

 

 
1 4   5 

④ 
必要な方に成年後見制度を活用している 

 

 
1 1 2 1 5 

⑤ 
適正な個人情報の管理ができている 

 

 
2 2 1  5 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・利用者と会話する際は意識しながら対応できている。 

・個人の尊厳、してほしいことに気づき配慮し関わっている。 

・個人情報の管理に十分配慮した管理や発信をしている。 

・身体拘束、虐待をしていない。 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・成年後見人制度を活用していない。 

・職員が少ない時に「ちょっと待ってて」というようなスピーチロックをしてしまう場面がある。 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

〇毎月の部門ミーティング内で虐待・拘束の情報を得ることで意識の向上を図る。 

 ➡ミーティング内で高齢者虐待・身体拘束についての事例等を確認する。 

 

 
  

 

 
事－⑨ 


